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第２部
オリンピック・パラリンピック一体を考える
－スポーツを通じたインクルージョン－
シンポジスト ： 高橋 明（シドニーパラリンピック車椅子バスケットボール日本代表監督 /大阪体育大学客員教授）
  河合 純一（パラリンピアン/日本パラリンピアンズ協会会長）
  李 宇音英（オリンピアン/ 専修大学法学部准教授）
コーディネーター ： 飯田 義明（スポーツ社会学 / 専修大学経済学部教授）
富川　それでは第2部を始めさせていただきま
す。シンポジストを紹介します。お一方目は先
ほど基調講演がありました高橋明先生です。お
二方目、河合純一先生です。先ほどの高橋先生
の基調講演でも何度もお名前が出ましたが、日
本パラリンピアンズ協会会長でいらっしゃいま
す。お三方目、李宇音英先生です。本学法学部准
教授で、実はオリンピアンという肩書でこの場
にご登壇いただきたいと思います。そしてこれか
らはコーディネーターである本学経済学部教授
の飯田義明先生に進行をお渡ししたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。
飯田　よろしくお願いします。これから第2部と
いうところですが、多分第1部からいらっしゃっ
た皆さんは高橋先生の熱い講演で圧倒されて
いるのではないかと思います。第2部はシンポ
ジウムという形で、スポーツを通じたインクルー
ジョンということで進めていきたいと思います。
インクルージョン、社会的包摂というような言
い方もしますが、スポーツを通して社会を考え
てみようと思います。特にこのオリンピック、パ
ラリンピックが開催される2020年に向けて残
りの5年間、われわれは社会をどう考えていくの
か、またとらえていったらいいのか考えたいと思
います。何が正しいのか答えを出すのではなく
て、皆にも一緒に考えてもらいながら、話を進め
たいと思います。先ほどの基調講演の最後にス
ポーツが嫌いだという方もいらっしゃいました
が、それはそれでいいと思います。全員が同じ
答えが出るはずもありません。各人がオリンピッ
ク、パラリンピックを契機にいろいろなことを考
えてもらえればと思って、この場を設定しており
ます。約1時間の時間になりますが、お付き合い
願えればと思います。よろしくお願いします。
　それではまず各人のご紹介かたがた、シンポ
ジストの映像等も用意されておりますのでそれ
を見ていただきたいと思います。高橋先生に関
しては先ほど1部において、映像を含め約1時間
半講演をしていただきました。第2部からの学
生さんもいらっしゃいますが、その学生さんには
申し訳ありませんが、高橋先生のご紹介はきょ
うのチラシに書かれていますので、そちらをご覧
ください。高橋先生のご紹介は簡略にさせてい
ただきます。高橋先生は障がい者スポーツに38
年間関わられ、パラリンピックの車いすバスケッ
トボールの指導者として長く大会に参加されて
きました。現在はこのような講演活動をされるな
ど、NPOで障がい者のためにご尽力されていら
っしゃいます。
　続きまして河合純一先生です。河合純一先
生は、幼少の頃、弱視で目があまり良くありませ
んでした。現在は全盲になっています。そこか
らパラリンピックに出たいということで自分なり
に非常にご努力をされて、前回のロンドンパラリ
ンピックまでトータル6大会連続で水泳競技に
出場されました。特にアトランタ、シドニー、ア
テネにおいては、50メ トール自由形で3連覇さ
れました。パラリンピアンとしてはメダルは金五
つ、銀九つ、銅七つ、合計21個を獲得し、これは
日本人最多の記録だと聞いております。現在は
日本スポーツ振興センタースポーツ開発事業推
進部研究員としてご活躍されています。
　河合先生の映像をお願いします。実は河合先
生の映画が制作されています。ぜひこれも皆に
見てもらいたいと思いますが、少しさわりの部分
を紹介がてら見ていただきたいと思います。よろ
しくお願いします。
映像　河合先生のDVD　映画「夢を追いかけ
て」予告編
飯田　今見ていただいたように、河合先生を主
演とした映画が製作されるほどご活躍されてい
ます。河合先生から少し自己紹介を含めてお言
葉をいただけるとありがたいと思います。
河合　河合純一といいます。よろしくお願いし
ます。ありがとうございます。多分皆さんは高橋
先生の話が暑苦しくて大変だなと思っているで
しょうから、私は少しクールに爽やかにきょうは
シンポジウムに参加しようと思っております。
　パラリンピックというものがあることを知っ
ている方がいるとか、あるいは先ほど言ったよう
に私もスポーツが好きではない方がいることが
前提にあると思っています。逆に好きな人もい
ます。それも含めてこのオリンピック、パラリン
ピックが日本にとって、あるいは世界にとってこ
の2020年が大きなチャンスになるのではない
かと私は信じているので、私の思いも含めてき
ょうはお話しできればと思います。最後までどう
ぞよろしくお願いいたします。
飯田　ありがとうございました。お三方目にな
りますが、本学教員であります李宇音英先生です。
李先生は韓国の延世大学、日本で慶應大学に当
たる大学ですが、そちらに進学されて、その後プ
ロサッカー選手として大分トリニータやFCソウ
ル等で活躍されました。また、アトランタ大会で
はオリンピック韓国代表として出場されました。
ただ先生はけがをされて選手生活自体はあまり
長くはありませんでしたが、現役を引退されてか
ら一念発起をして来日され、10数年かけて日本
体育大学で博士号を取得され、そして本学に勤
められました。非常に頑張っていらした文武両
道な方です。オリンピアンであると同時に、現在
の研究テーマとして注力されていることがあり
ます。李先生は、一昨年度から日韓のブラインド
サッカーの関係に携わっています。また2年前
まで、全日本大学サッカー連盟の日本代表コー
チとして指導者としても大会に参加されていま
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す。インターナショナルに活躍されている先生
から、また違うお話が聞けるのではないかと思い
ます。映像は非常に古いのですが、李先生の活
躍を少しだけお見せします。
映像　ダイナスティカップ95　日本代表対韓
国代表（李先生の出場シーン）の映像
李　スポーツ研究所の李宇音英と申します。20年
前のプレーですけれど、今は全くそういう感覚が
なくなりました。授業で一緒に走るのでいっぱい
いっぱいというか、そうなってきました。先ほど
飯田先生からも紹介があったと思いますが、た
またまブラインドサッカーに関わることになって
しまったというか、もちろんサッカーもやります
けれど、そういう競技分析やゲーム分析にも興
味がありまして、今研究しているのもそういうと
ころなので、サッカーだけではなくて、ブラインド
サッカーにも今興味を持っています。それで今
日のシンポジウムにシンポジストとして参加す
ることになりました。よろしくお願いします。
飯田　それでは時間のほうも制限がありますの
で、第1部も最後は時間が来てしまって皆さんの
質問を全て受け付けられなかったような状況に
なっていたかと思います。ですので、ここでは少
し時間を取って、パネリストの先生がたとディス
カッションをできるように、時間を考えて進めて
いきたいと思います。3人の先生がた、よろしく
お願いします。
　ここのテーマは『OLYMPIC PARALYMPIC 
一体のレガシー』ということになっております。
特に高橋先生、河合先生のお二人の先生には、
特に河合先生は選手としても6回、高橋先生は
指導者として5回も関わられてきました。その経
験からパラリンピックとはどういうものかという
ことをお聞かせ願えればと思います。われわれ
スポーツに関わる者も、なかなかパラリンピック
や障がい者スポーツを深く理解しているかとい
うと、実は理解できていないことのほうが多いと
いうのが現実だと思います。ぜひそこを詳しく先
生がたからレクチャーいただきたいと思います。
それでは河合先生から先によろしくお願いいた
します。
河合　歴史的に深いのは高橋先生なので、最
初に高橋先生から第1回のことなどをお話しい
ただき、僕が続いてお話ししましょう。
高橋　では私からお話しします。私は1988年
ソウルが初めてのパラリンピック参加でした。そ
の前は、先ほども言いましたストーク・マンデヴ
ィル大会、これは障がい者のリハビリテーション
の成果を競う大会として1948年に始まりまし
た。そして52年にオランダチームが加わり国際
大会になり、1960年からはパラリンピックとし
て開催されています。ただ、その頃はリハビリテ
ーションの成果を競う大会でしたから、県から推
薦されたらソウルまでは出場できました。しかし
ソウル以後、IOC、国際オリンピック委員会とよ
り密接な関係になり、細かな選考基準や競技規
則が設けられるなど、勝負の世界になっていき
ました。そうなることによって当然技術も向上し
ました。そしてもう一つのオリンピックに発展し
ていったという過程があります。
　ですから今はオリンピックとパラリンピック
は一対のものです。オリンピックを開催するに
は、必ずパラリンピックを開催しなければ招致
活動もできないのです。これは2001年に決まっ
て、IOCとIPCで契約を交わしました。その結果、
2008年の北京からオリンピックとパラリンピッ
クは一対のものになりました。ですからより競技
性も増しましたし、先ほど記録も少しご紹介しま
したけれども、陸上競技男子100メー トル走を取
り上げれば、両足のない人とは10秒57ですか
ら0.99の差しかありません。ただ、それは義足
で走るということで、義足がこれからの大きな課
題になってきています。
　ご存じのように、今ドーピングでロシア陸上
競技連盟がいろいろと騒がれています。ドーピ
ングとは簡単に言えば薬を飲んで筋肉を増強す
ることです。人間の作った義足は、やはり科学
の力が進めば進むほど、お金を掛ければ掛ける
ほど、いい足ができます。そういうこともパラリ
ンピックの課題の一つとして出てきています。よ
り競技性を増すごとに、高価な車いすや高価な
義足も現れてきました。いろいろな補助具を使
って競技することが、パラリンピックの場合は多
いのです。ですからその辺りのこともこれから
大きな課題として考えなければならないでしょ
うし、また発展途上国の人たちのパラリンピック
への参加、先進国だけの大会ではないというこ
とも含めて、我々が考えていかなければならない
大事なことではないかと、私は思っています。
飯田　ありがとうございました。河合先生お願
いします。
河合　今の高橋先生の話からいくと、私が選手
として出場したのは1992年のバルセロナからで
すので、まさにIPCができた以後のパラリンピッ
クを経験してきたという世代になるかと思いま
す。2012年のロンドン・パラリンピックまでとい
うことで、6大会20年にわたってこの大きな変遷
を自分自身も選手としてずっと感じてきました。
　パラリンピックはシンプルに言うと、世界最
高峰のアスリー トにとってのステージです。自分
らしさをどう表現するかという舞台だと思って
いて、これを楽しめた者が勝つし、楽しめなくて
緊張した者は負けるという、そういうシンプルな
場所だと私は思って20年間やってきたつもりで
高橋　明
河合 純一
李 宇音英
飯田 義明
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す。
　高校2年で初めてバルセロナのパラリンピッ
クに行かせてもらいました。ただ、そのときは海
外旅行も初めてでしたので、非常に短絡的とい
うか、本当に全く何も考えていない高校生だっ
たと思います。バルセロナ大会はちょうど9月
で、9月に3週間もバルセロナに行かせてもらっ
て、しかも学校を休んでもOKだというので、「イ
エー」というような乗りだったなと、今振り返っ
て思います。
　バルセロナといえば、あの岩崎恭子さんが14
歳で競泳で金メダルを取ったときです。その同
じプールに行って、あるいは開会式のスタジア
ムと同じ所を歩いて、そして多くの観客が入っ
ているという場所に立ったときに、本当に震える
ような思いがありました。今もそれほど変わりは
ないかもしれませんが、20数年前、当時の障が
い者の日本国内の試合というのは、観客はまず
いませんでした。関係者以外では審判と選手と
その家族くらいで、それ以外の観客はいません。
そもそも見る場所もないというか、そのような状
態でやっていたわけです。県大会や全国大会は
とてもたくさんの人たちが見ているのに、なぜ障
がい者の大会は誰も見ないのかと、自分が小学
生、中学までスポーツをやってきて、そのギャッ
プに苦しんだ中で思うと、パラリンピックという
のはまさにスポーツの原点というか、スポーツの
本当の姿を見せてもらったという思いがありま
した。当日や翌日のテレビでもパラリンピックの
ことが現地で流れていて、新聞報道でも翌日の
1面で記事になっているというのを見たときにが
くぜんとしました。17歳の私はバルセロナで銀
メダルと銅メダルを取りましたが、残念ながら日
本では活字でたった2行の報道が精いっぱいで
した。それを思うと、あれから20年がたって、今
2020年に向かっていく中で、例えばリオの予選
会があったということがあれだけ大きく報道さ
れる、しかもスポーツ新聞も含めて扱われるよう
になったというこの大きな違いというのは感じ
ています。アスリー トとしては本当にうれしいこ
とだと思いますし、これからのアスリー トに掛か
っている責任や、そういうものもまた大きくなっ
てきているのだろうと思っています。
　ただ、あの感動と興奮というものは非常に中
毒性があると言ったら変ですけれども、やはりや
みつきになるものがあって、あの場に立ちたい、
あの場所でもう一度泳ぎたいという思いが結局
自分自身を奮い立たせるものになったのだろう
と、今振り返って思います。
飯田　ありがとうございます。李先生、少しお
待ちください。今、非常に面白いコメントがあっ
たと思います。活字が2行だったということで
したが、第1部の講演でも高橋先生がメディア
にどう出すのかということをすごく考えられてい
ると感じました。対応が変わってきたということ
は事実だと思いますが、この約25年で、パラリ
ンピックに対する国の扱いといいますか、国ごと
の扱いが実際に変わったなと感じられた経験な
ど、お二人にはありますか。まず高橋先生からお
願いします。
高橋　日本も報奨金が出たということは大きな
ことで、やはり競技スポーツとして認められた部
分ではないかと思います。きょうは河合さんが
横におられるので否定的なことを言うのは恐縮
ですが、オリンピックは、各種目の金メダリスト
は1人です。陸上競技の男子100メー トルの金
メダリストはボルトだけです。しかしパラリンピ
ックは男子100メー トルの金メダリストが15人
生まれます。それはクラス分けがあるからです。
そういうことも含めて、メダルの価値にも差が生
じています。今、パラリンピックの金メダリスト
には150万円の報奨金が出ます。オリンピック
は300万円です。5年後には300万円にしよう
という動きは当然ありますし、メダルの価値など
も含めて見直しをという動きはあります。
　ただ、それも大きな変遷だと思っています。ソ
ウルのときには、われわれには何も出ませんでし
た。もうほとんど合宿も実費でした。私自身もで
す。いまだに実費のときもありますが、やっとこ
の頃、東京に向かって予算がついたので合宿に
行く選手たちに少し付きました。河合さんのパ
ラリンピアンズ協会などでいろいろとアンケー
ト調査をされて、大体1年間に競技者、アスリー
トが使うお金なども調べていらっしゃいますが、
何百万と掛かります。今まではそれを実費で出
していた人が多かったのです。変遷とともに、そ
ういうことにも今は国が施策として支えてくれ
ているのは大きな点です。
　また、河合さんが言われたようにメディアの
扱いが変わりました。たった2行の報道の時代
から、今では新聞の1面に出たり、スポーツ欄に
出たり、社会面で大きく取り上げられたりするこ
とによって皆さんに広く知っていただくことによ
って、やはり認知度もだいぶ変わってきているの
ではないかというのも大きな点です。
飯田　河合先生は選手として参加されていま
すので、指導者としての高橋先生以上に各国の
対応の違いといいますか、そういうものをかなり
体で感じてこられたのではないかと思いますが、
いかがでしょうか。
河合　大きな流れとしては、高橋先生もおっし
ゃったように、オリンピックとパラリンピックが
一緒になっていくという流れの中で充足してき
た面があります。また、私が出始めた90年代当
時は、金メダルの数が多い国イコール福祉の充
実度を表す国の様子が見え隠れする祭典だっ
たと思っています。北欧などが代表例ですが、欧
米も含めて、まずは先進国であり、かつ福祉の充
実した国でないと、パラリンピックに選手も送り
ませんし、そういう配慮も非常に少なかったと言
えると思います。もちろんバルセロナの頃の日本
の選手たちが決して練習環境に恵まれていたと
は思いません。今の状況から考えれば非常に苦
しいものでした。とはいえ、生きていること、はた
またその存在すらも社会で消されている可能性
がある国がまだ当然あるわけで、それに比べれ
ば非常に恵まれていたと言えるでしょう。ただ、
私自身は当時高校生でまだまだ分かっていませ
んでした。
　そういう要素があった時代から、招致をする
ことがセットになったことによって、オリンピッ
クのメダルの価値イコールパラリンピックのメ
ダルの価値だと考える国も出てきています。そ
ういう国は国家的なプロジェクトとして、オリン
ピックの選手とパラリンピックの選手を両方育
て、強化するようになります。そうなっていったと
きに障がいのある方々に等しくそういうサービ
スを行って、その中から選抜していくという方法
を採るのかと思いきや、そうではない国が多い
のです。要するに能力がありそうな人を集めて、
集中的に2年3年合宿状態で、言葉は悪いです
が、勉強などもさせずにトレーニングをさせてい
るのではないかと思われる節が、諸外国に見ら
れたときに、その国が獲得するメダルの数は増
えます。そのほうが逆に増えていると思います。
しかし、それが本当にいいのかは疑問です。その
人の人権や、その立場になって大丈夫かという
大きな懸念点もあります。そして現在、パラリン
ピックのメダルの数を見ると、今回、前回と開催
国はもちろん多いのですけれども、それ以外の
所ではやはりロシアが多いのです。それがドー
ピングと関係があるのかどうかは分かりません
が、しかしそのように見えてしまうのも、残念な
がらスポーツ界の事実としてあります。あるいは
ウクライナなど、こういう国々が非常にたくさん
メダルを獲得しました。北京のときは中国が、そ
のような力を持って金メダルをたくさん取りまし
た。そのような状況の中で、メダルの持っている
意味というものがどんどん変遷してきているだ
ろうとは思っています。
飯田　そういう意味では、こういう言い方が適
切かどうか分かりませんが、国家の政策として
パラリンピックも利用されている側面がゼロで
はないということでしょうか。
河合　今はむしろそうではないでしょうか。ご存
じのように、日本も2年前までは厚生労働省でリ
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ハビリテーションとして、パラリンピックが障が
い者スポーツとして管轄されてきました。それが
1年半前に文部科学省に移管されて、現在10月
1日からスポーツ庁で同じように同じスポーツ行
政として、障がい者スポーツをオリンピック、パ
ラリンピックということで今、動き出しました。日
本としてそれは大きな差です。
　ただ、これは私がもう92年にバルセロナに行
ったときから、なぜこれほど違うのか、あるいは
海外ではこれほど大きく報道されているのにな
ぜ日本ではしないのかと感じていたものの違和
感が、やっと20年たって形になったにすぎませ
ん。私から見れば、スタ トーラインに立つのが日
本は20年遅いと思っています。ただ、ゴールと
いうか、目指すべき方向性がありますので、それ
に向けて皆さんとやっていくしかないと思って
います。
飯田　ありがとうございます。お二人の話を受
けてということになるかどうか分かりませんが、
李先生はアトランタのときにパラリンピアンで
はなくて、オリンピック代表選手として国家を代
表して出場されました。ソウルオリンピックのと
きはまだ中学生で、テレビで放送を見ていらした
そうです。今はブラインドサッカーの韓国代表の
分析のお手伝いをしていらっしゃいます。分か
る範囲で結構ですので、李先生から見て、パラリ
ンピックや韓国での障がい者スポーツはどのよ
うに見えたのでしょうか。
李　僕は96年のときは現役でした。サッカーは
他の競技種目と少し違って、予選はいろいろな
会場で行われます。アトランタオリンピックなの
に、僕はワシントンで試合をしました。ただテロ
などいろいろな不安があるので、ホテルから練
習場、ホテルから試合会場のような感じで、いわ
ゆる缶詰め状態で自由に外に出られませんでし
た。そのとき僕は大学を卒業した後で、今ここに
いる皆さんとそれほど変わらない年頃だったの
で、正直に言うと少しつまらなかったのです。こ
れがオリンピックかと少々残念に感じました。テ
レビを見て、入場式をやるのか、開会式をやるの
かと、そうした華やかなセレモニーはまるで他人
ごとでした。とにかく当時の僕は本当に勝つため
にやってきたというか、それしか考えていません
でした。
　実際、昨年のインチョンアジアパラで初めて
ブラインドサッカーを見ました。失礼かもしれま
せんが、本当にうまかったです。僕もサッカーを
やっていた人間として、あれを初めて見た瞬間、
もう本当に感動したというか、少し泣いてしまっ
ていたかもしれません。思っていたよりも、本当
にうまかったです。迫力もあってスピ ドーもあっ
て、それにタフでした。見えない分、突っ込んで
いくのです。そういう部分も一つの魅力だと思い
ました。見えていたら少し避けるかもしれないよ
うな状況です、
　今年、韓国ソウルで開かれた世界選手権の試
合を見ました。決勝はイギリスとアルゼンチンで
したが、どちらのチームもラグビーのような体格
の選手が出てきて、そういう試合を目の当たりに
しました。それを見て、日本や韓国のアジア勢は
これでは勝てないなと思いました。一応サッカー
ができることが必須条件ですが、やはりそうした
屈強な選手を育てること、そういう選手を選ぶこ
との必要性を感じました。ブラインドサッカーは
やろうと思っても急にできるものではありませ
んから、そのような選手を育成する、またそのよ
うな育成システムを作ろうということを始めて、
皆で考えているところです。
飯田　実際に韓国ではブラインドサッカーや、
障がい者の方たちの施設など、現在はどのよう
な状況なのでしょうか。
李　今年9月にリオパラ出場を懸けたアジア最
終予選が行われたのですが、そのときは中国と
イランがリオへのチケットを手に入れ、残念なが
ら日本も韓国も一歩及びませんでした。
　韓国の場合は、ブラインドサッカー選手はほ
とんどがマッサージ師です。会長、副会長の話
では、最近は大学で勉強したい子も出てきたけ
れど、結局は仕事がないのでマッサージの仕事
に戻ってくるのだそうです。他の障がいを持っ
ている方と比べて、ブラインドというのはその中
でも就職率が低くて、結局マッサージ師になる
ことが多いと言っていました。試合に出るために
は、会社に許可をもらうよう申請しなければなり
ませんが、会社側はそこまでは保証できないと
いうのが実情のようです。そのため試合や大会
には出られない人も結構いました。それが韓国
の現状です。
飯田　韓国で選手を続けるためには仕事を辞
めなければいけないなど、そこまでいかなくとも、
自分の職業とやりたいこととのはざまで悩んで
いるというような、非常に難しい現状があるとい
うお話がありました。では日本の選手たちはここ
20年くらいどのような状況なのでしょうか。まず
は高橋先生からお願いします。
高橋　障がい者雇用は、まだまだで日本の大き
な課題です。特に5年後のオリンピック、パラリ
ンピックを通して、障がいへの理解と障がいの
ある人たちが社会参加する、職業を持つという
ことはとても大切なことで、それも東京大会の一
つのレガシ とーして大事だと思っています。
　今まで視覚障がいの人たちはマッサージのよ
うなお仕事に就かれる場合が多かったです。職
業的なリハビリテーションとして訓練をされて
いました。聴覚の人たちはもっと仕事に就かれ
る方が少なかったのです。先ほど言いましたよう
に、私は41年前に大阪市長居障がい者スポーツ
センターのスポーツ指導員として就職しました。
そのときは日本で初めての障がい者スポーツセ
ンターで、食堂の値段一つ決めるだけでも難し
いことでした。視覚障がいの人は目が不自由で
すが、職業としては一応マッサージなどの雇用
に就いていらして、給料をもらっていらっしゃる
ので、結構味をおいしいものにしてくれという注
文が多かったのです。でも耳の不自由な人たち
は、なかなか職業に就けていないので、味より量
を多くしてくれ、値段を安くしてくれというよう
な環境でした。それがこのようなパラリンピック
を通して、また障がい者のスポーツを通して、さ
まざまなことができると企業経営者の人たちが
パラリンピアンを認めてくれて、この頃は企業が
選手をバックアップしてくれるような時代にな
ってきています。先ほど言いましたように、その
流れは2000年のシドニー辺りから起きてきた
もので、この15年くらいのものです。特に3年
前のロンドン辺りから、選手をバックアップして
くれる企業が増えてきたというのが現実です。
飯田　河合先生は早稲田の教育学部を卒業さ
れて教員をされて、その後教員を休職して大学
院に戻られたという経験をお持ちです。われわ
れから見ると、かなり困難な道を歩んでこられた
ように思えるのですが、なぜそのような道を歩ま
れたのでしょうか。やはり選手との兼ね合いがあ
ったのでしょうか。同じようにパラリンピックを
目指された他の障がいのある方とはどう違った
のでしょうか。ご自身の体験を踏まえてお教えい
ただけますか。
河合　98年に就職して中学校の教員になりま
した。96年のアトランタのときは大学3年で21
歳でしたから、金メダルを取るには年齢的にも
環境的にも最適だったわけです。それ以降続け
ようと思った理由は、金メダルを取ったときに自
分自身が非常に感動してしまったからです。実
際に金メダルを取る前までは、もし自分が金メダ
ルを取ったら自分が世界一幸せで、世界一うれ
しいのは本人だと思い込んでいました。その価
値観が金メダルを取った瞬間にガラリと変わり
ました。世界一にしてくれる人たちがいたからこ
そ自分は練習を頑張れたということに気付き、そ
のときにもう少しスポーツをやってもいいかな
と思いました。要するにスポーツはすごいとい
うことを、僕は周りの人から教えてもらったので
す。
　大学を出た後に仕事に就くことは既に決めて
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いました。就かなければ、100万、200万単位の
遠征費やもろもろを準備できなかったので、就く
ことは決めていました。どうせ就くなら自分の幼
少期からの夢であった教員になろうと思って選
択したら、偶然受かってしまったという感じでし
た。実は金メダルを取ったときに、県庁に呼ばれ
て県知事さんとお会いする機会がありました。
マスコミの方も入っている所で、「河合さん、金
メダルを取られて、次に何か目標はありますか」
と質問されて、「静岡県で教員にしてください」と
答えました。それが報道で流れまして、コメンテ
ーターやニュースキャスターが「こうして頑張っ
ている方が先生になったら静岡県も良くなるか
もしれません」というようなことを言っていまし
た。だから受かったのか、それは謎です。それは
余談ですが、やはり自分の目指したいことはしっ
かりとありました。
　当時は雇用とスポーツを両立させるという環
境はなく、メインは雇用でした。働くことがメイ
ンにあった時代があり、それが徐々に競技性が
高まってくると練習時間の確保の必要性が生
じ、遠征回数も増えることによって、仕事と練習
等を調整する話ができるような環境に移行して
きました。そして今はプロも含めてほぼ競技優
先型の雇用という形が主流にと言うと語弊があ
りますが、メダルを取るレベルの選手ほど主流
になっていると言ったほうが正確だと思います。
そういうものがどんどん2020年に向けて増え
ているところだと思います。
飯田　僕の立場で「夢」を壊すような言い方は
おかしいですが、20年に向かって急激に増えて
いるということは、20年が終わったときにどうな
るかということが、実はこのレガシーのテーマと
も接続してくるところだと思うのですが、その辺
に関して河合先生はどのような感触を持たれて
いますか。
河合　おっしゃるとおりで2020年以降にはし
ぼむでしょう。そのときにどこまでしぼむかが問
題であり、それを最小限に食い止めるために、今
の選手たちなり、われわれが、そういう雇用のあ
り方が社会にとって、あるいはそれぞれの企業
にとって非常にプラスになるという効果をこの5
年間で示す必要性があると考えています。そう
することによって結局そういう雇用の仕方や、あ
るいはそういう関わり方も有効ではないかとい
う考えが世の中に定着するのではないかと思う
のです。2022年も24年もパラリンピックはこ
れからも続くわけですから、この価値をより多く
の人たちに享受してもらえるようにするメッセン
ジャ とーしての立ち位置を、パラリンピックに出
た選手がしっかりと持てるかどうかが重要です。
エゴにならず、全体を見据えた立ち位置に立た
なければなりません。私は視覚障がいですが、視
覚障がいのことしか言えないパラリンピアンが
語り続けても、この狭い世界から抜けきらない
のです。同じ車いすのかたがたのことも、パラリ
ンピックには出られていないけれども聴覚のか
たがたのことも、しっかりと伝えていかなければ
ならないと思います。
　パラリンピックや障がいのある方々のことを
考えると、不自由さがあるということを思い浮か
べられると思いますが、実はそれは障がいのある
方々だけの問題ではありません。日本はこれか
ら高齢化社会を迎えます。自分がおいおい老眼
になったり、あるいは耳が遠くなったり、または
けがや病気で車いすを使わなければいけなくな
ったときに、安心して安全に暮らせる地域や町
であってほしいと誰もが思うでしょう。そうした
環境づくりのための未来への投資を、今皆です
ることが求められています。そういう考え方に立
つことによって、その選手など、その人に合った
働き方や周りのサポ トーのあり方を考えるよう
になりますし、それを考えることが非常に大切な
のです。言い方を変えれば、未来がもっと住み
やすい世の中にするためのチャンスが、今社会
に訪れているのではないかと思っています。
飯田　これをきっかけに意識を高めてもらい、
河合さんの今の立ち位置でいくと、メッセンジャ
とーしてそれをもっと多くの人に知ってもらいた
いということでしょうか。
河合　そうです。私自身は当事者という立場な
ので、皆さんからするとストレ トーに強く聞こえ
過ぎるかもしれませんが、ただ何人かの学生さ
んは知らなかったともおっしゃっていました。別
に知らないことは、大学生として恥ずべきことで
はないと私は思っています。私が思うに、皆さん
自身が日本という国の教育制度や社会のあり方
の犠牲者だと思うのです。できるだけ障がい者
と分けて教育していこうなど、そういう流れの中
で皆さんは育ってきただけであって、皆さんがあ
えて自らそれを避け続けてきたからそうなったわ
けではありません。ですから、知らないからとい
って駄目だというわけではないのです。
　ですが、実際に今知らないという現実を見て、
そしてそこに課題があると分かったときから、そ
れを一緒に解決する仲間になってくれることが
大切です。2020年を超えて、本人としてか、あ
るいは家族としてかは分かりませんが、皆さんに
も障がいと関わる可能性はありますし、それは必
ず訪れます。今、人口の1割は大体障がいのあ
るかたがただと日本でも言われていますし、国連
やWHOでも言っています。その家族といった
ら、お父さん、お母さん、兄弟も含めたら3割、4
割いるのが当たり前です。むしろそこに出会って
いないことが不自然だと気付くときが必ずやっ
てきます。
　繰り返しますが障がいのある方々が1割いる
のです。発達障がい、知的障がい、精神障がい、
身体障がいを含めたらそれくらいいるわけです。
しかし、例えば専修大学にどれくらいいますか。
大学生のうち障がいのある方は0.2パーセント
など、もう少し多いくらいです。0.5パーセントま
ではいきません。でも多分同級生、同世代のう
ち、今4年制大学に行く人は5割を超えるわけで
す。そういう中で障がいのある方々は、1パーセ
ントにも満たない人数しか進学できていないと
いう現実があります。日本の1割が障がい者な
のに、その大学進学率は1パーセント未満です。
　雇用率も今は2パーセントが義務付けられて
いると言いながら、果たしていない企業がまだ
山ほどあります。果たしていないけれども、果た
したとしても、障がい者は1割、10パーセントい
るのに、2パーセントでいいというこの目標値が
そもそもどうなのかという議論は誰もしません。
　こういうことを含めて、皆さんには当たり前を
疑う視点や、今の自分たちが普通だということ
など、それが平均だと思っていることが、そもそ
も合っているのかどうかを考えてもらいたいの
です。世の中の当たり前を疑い、揺さぶる、その
チャンス、きっかけがこのパラリンピックに託さ
れているのではないかと思っています。
飯田　ありがとうございます。国家予算や政策
という視点がありますが、これは李先生にお聞
きしたいのですが、韓国と日本でスポーツに対
する税金の使い方、特に競技に関して言うと、人
口比にすると韓国のほうがかなり高いと思うの
ですが、障がい者のスポーツに対しては今、韓国
はどのような感じで進んでいるのでしょうか。ご
存じの範囲で教えていただけますか。
李　今年、障がい者アスリー トのために選手村
を作ったそうです。体育協会と障がい者協会の
予算が違うということは聞いています。施設も
良く、食べものも寝る所も全部障がい者アスリ
トーのために作られた場所ができたということ
をこの前聞きました。
飯田　そうすると少し前の日本が文科省と厚生
労働省と予算立てが別だったように、韓国もや
はり二つの予算が別で、それでも障がい者のほ
うにもかなり政策的に力を入れ始めたというの
がこの1、2年ということですか。
李　いいえ、前から少し障がい者に対してもあ
ったようです。例えばブラインドサッカーも、今
は日本が強いかもしれませんが、最初、日本は韓
国からブラインドサッカーを学びました。それか
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ら知的障がい者の7人制サッカーも韓国から学
んだという話は聞きました。
飯田　分かりました。実はここに高橋先生の持
論というか、コメントが載っていまして、『障がい
は社会がつくっている』という言葉を述べられて
いるのですが、これはどのような意味なのか学
生たちに分かりやすく説明していただけますか。
高橋　きょうの私の講演会でも言いましたよう
に、今全員が車いす姿で私たちのシンポジウム
に参加してくださっているわけです。ということ
は、この部屋の中では車いすの人が何人もおら
れても、シンポジウムに参加するには全くハン
ディキャップがないのです。
　しかしこの部屋から一歩出たら階段があっ
て、上がれないし、降りられません。それがハン
ディキャップです。それならエレベーターを付け
ればまた一緒のことができる、エスカレーターを
付ければ一緒のことができる、皆で担ぎ上げた
ら一緒のことができるのです。周りの環境を良く
することによってハンディキャップはなくなるの
ではないかというとらえ方なのです。それを障が
い者のスポーツを通して皆さんに考えていただ
くことで、障がいのある人たちが社会参加しや
すくなるのではないかと思います。
　先ほども言ったように、中学と高校ではバレ
ーボールのネットの高さが違います。それは背
の高さが違うので一つの工夫をして、中学は中
学の、高校は高校の体格・体力に合ったネット
の高さにしているのです。これは背の高さが違う
という不便さを工夫しているわけです。同様に目
が見えない、片足がない、両足がない、耳が聞こ
えないところを少し工夫したら同じことができま
す。そういうとらえ方の中で、社会の環境を変え
ることによって同じことができるのではないかと
思うのです。
　それと併せて雇用の話です。皆さんと同じよ
うに、企業経営者が障がいのある人のことをま
だまだ理解していなかったのです。それがパラリ
ンピックを通して、障がい者もいろいろなことが
できるということを認識し、これならうちの仕事
もできるかもしれないと思うようになりました。
　障がい者雇用で結構アスリー トを多く採用さ
れている、ある企業の社長さんと話をしたとき
に、「彼らが来てくれたことによって周りの社員
の目が変わった」と言っていました。想像以上に
さまざまなことができるということを社員が見
て、彼らが社員の一つの模範のような感じにな
り、それで企業全体の雰囲気が良くなったと言
っていました。ですから5年後以降は確かに予
算的には少なくなるかもしれませんが、そういう
企業などはより雇用を続けられるのではないか
と私は思います。そしてさっき言った雇用率2パ
ーセントに近づいていくのではないかと思うの
です。ご存じかどうか分かりませんが、2パーセ
ントに達していない企業は1人5万円払えば逃げ
道があるのです。そういうお金で造った施設が
勤労身体障がい者施設です。われわれの立場で
言えば、そういう勤労身体障がい者施設ができ
ることは障がい者スポーツの振興につながりま
すけれど、障がい者雇用が進んでいないという
皮肉なことでもあります。ですから、5年後のオリ
ンピック、パラリンピックを通して、障がい者雇
用、障がいのある人たちが社会参加していく中
での環境をどのように変化してより良いものに
変えていったらいいかということを、国の政策と
して考えていくことはとても大事だと思います。
飯田　そういう意味で言いますと、国だけでは
なくて、こういう言葉が適切かどうか分かりませ
んが、健常者であるわれわれがもう少し想像力
の翼を広げるというか、そういう視点でパラリン
ピックを通して持っていくということが必要に
なるということでしょうか。
高橋　ただそれともう一つ、スポーツ庁ができ
てスポーツが一元化されましたが、今車いすバ
スケットボールは選手がすごく少なくなってい
ます。なぜかというと、これは高齢化社会の影響
もあるのですが、病院を早く出されてしまうから
です。交通事故で脊髄損傷になっても、1、2カ
月で出されてしまいます。スポーツ訓練は病院
の点数になりません。失礼な言い方をすると、商
売にならないということです。ところがドイツな
どはスポーツ訓練がきちんと病院の点数に入っ
ていると聞いています。だからその中でスポーツ
訓練も行われるのです。もし皆さんが交通事故
にあって一生車いすだと言われたら、1カ月2カ
月では恐らく障がいを受容できないでしょう。先
ほど自殺の話をしましたけれども、なぜ自分だけ
という思いにとらわれて、あげく家に閉じこもっ
てしまい、スポーツをしようとは考えなくなるの
です。そういうこともあって、スポーツ人口が少
し少なくなっています。
　私がシドニーオリンピックで車いすバスケッ
トボールの監督をしていた頃は、車いすバスケ
ットボールのアスリー ト人口だけで1000人前後
はいました。今は600人です。そういう状況の
中で5年後を迎えようとしているのです。
　また、車も安全になってエアバッグが出るよう
になってけがをすることも少なくなりました。と
び職の人で転落して車いす姿になった人もいま
すが、保険の問題で転落防止用の網を作らなけ
ればいけなくなりました。周りの環境が良くなっ
たために障がい者も少なくなってきました。それ
は大変喜ばしいことですが、環境改善に反比例
して障がい者スポーツ人口が減少しているとい
う側面もあります。いろいろな課題があります。
　ですから私は、厚労省の管轄もまだ非常に大
事なところもあったのではないかと思っていま
す。やはりリハビリテーションとスポーツは大き
な関わりがあります。障がい者スポーツの原点
はリハビリテーションです。障がい者アスリー ト
を育てるという点に関して、厚労省の管轄は必
要であると私は思います。例えば病院の医学療
法士や作業療法士のように障がい者と最初に
関わる人たちが、障がい者スポーツの世界を知
っていたら、もっと彼らの人生設計ができやすか
ったのではないかと思います。私たちスポーツ
指導員は、障がい者の人たちが病院を退院して
から関わる仕事です。しかし病院の段階で、急
性期の中で、障がい者の方たちがこれからどう
やって世の中を渡っていこうかと考えたときに、
いろいろなアドバイスができる、医学療法士や
作業療法士、ドクター、ナースがいたら、その人
の人生も変わってくるのではないかと思うので
す。それは医学的な部分ですから厚労省の管轄
も大事なのではないかと思うのです。
　ただ、パラリンピックに勝とうと思うなら一元
化が大事です。
飯田　今、高橋先生がおっしゃったように、一元
化の良い面と、一部それによってなくなってしま
う悪い面があると思うのですが、河合先生はど
のようにお考えですか。パラリンピックという側
面では良かったと高橋先生はおっしゃいました
が、河合先生はどのようにお考えでしょうか。
河合　おっしゃるとおりで、パラリンピックはも
っと早く一緒にやってくるべきだったと思って
います。それがやっと1年半に一元化され現在に
至っています。とはいえ、オリンピックで行って
いるようなさまざまなことが、パラリンピックで
はまだまだ実施できてはいないという現実もあ
ります。まさに2020年に向けて、そういう準備
も含めてしていくということになると思います。
　ただ国は一元化され、東京都もオリパラ招致
の流れで一元化されて動いています。ですが、実
際に障がい者のスポーツと健常者のスポーツを
同じ感覚でやっている県はまだ四つくらいです。
佐賀と岐阜と東京と鳥取、まだそれくらいです。
もっと言うと、その下の市町村ではもっと少ない
です。そうなったときに今の連絡体制がきちん
と整うのか、この辺も含めて課題はまだまだあり
ます。それぞれの都道府県でパラリンピックを目
指すようなさまざまな取り組みが行われていま
すけれども、そこと国の政策との連携が今はな
かなか取れていないなど、課題はやはりまだまだ
あります。今は過渡期なので混乱も当然あると
は思いますが、きめ細かくその辺りを見ながらし
っかりと吸い上げてやっていきたいと思います。
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　8月、10月、11月にタレント発掘といって、パラ
リンピックを目指す選手の公募を既に行いまし
た。見つけるのは比較的容易です。例えばマス
コミを使って、こういうイベントをやるので来て
くださいと呼び掛ければ、人が来てくれますし、
その中からタレントを見つけることもできるので
す。けれども、才能のある人を見つけても育てる
仕組みと人と場所がありません。お金もありま
せん。パラリンピックの代表になる、あるいはメ
ダル候補だという人を強化する指導者と、強化
する場所と、強化するお金は付いているけれど
も、その下の段階をどうにかしない限り、持続可
能な強化育成の仕組みになりませんし、ここは
なかなか進まない部分なのです。やはり地域と
の連携という部分や、病院との連携も含めて、ま
だまだ課題は大いにあると思っています。
飯田　現在の日本は、その辺を整理してこれか
ら徐々にという段階にあるという理解でよろし
いですか。
河合　そうです。できるだけグラスルーツという
か、地域レベルで、人々が一緒にスポーツをする
ことに対して、あるいはスポーツを見るなど、ス
ポーツに関わるということに障がいをなくして
いきたいと思います。高橋先生がおっしゃった
ように、未来に安心・安全な社会を生み出すため
には、さまざまなバリアーを取り払い、アクセシ
ブルにしていくという考え方が世の中に浸透す
ることが重要です。社会とは建物やハ ドーでは
ありません。ハ ドーは誰が創りだしたのかという
と、設計したのは人で、工事したのも人です。も
し出来上がる過程で誰かがアクセシブルという
観点に気付いたら、それを変えられたかもしれま
せん。
　今日、ここにご参加いただいている皆さんに
も社会を変えることはできます。社会を変える
には政治家にならなければ駄目ではないかとい
うことや、新しい制度をもっとつくらないと無理
ではないかということ、大学でこういうことをや
ればいいのではないかなど、とかく難しく考えが
ちですが、実はそれほど難しいことではありませ
ん。社会を変える一番のきっかけは、皆さん自
身が社会の中にあるたくさんの壁の存在に気付
き、それを取り払おうと考え、行動するだけでい
いのです。例えばわずかな段差を上がれずに困
っている車いすの人が目の前にいたら、その1段
の段差を押してあげることが、まず皆さんにでき
ることです。そして、それを続けていくことでさ
らに仲間が気付き、また変わっていくチャンスに
なるはずです。自分一人では何もできないという
わけではありません。皆さんにはできるチャンス
がいつでもどこにでもあるということに、もう一
度気付いてもらいたいです。行動あるのみだと
思います。
飯田　ありがとうございました。ここで映像を見
てもらいます。これはオリンピック、パラリンピ
ックに対する一つの問題提起になるかもしれな
い映像です。皆さんも映像を見て、少し考えても
らいたいと思います。ここに映っているのは南ア
フリカの選手で、オスカー・ピストリウスといい
ます。彼はオリンピックのロンドン大会に出場し
ました。そのときの映像を見てもらいましょう。
2012年　ロンドン　オリンピック・パラリンピ
ック　ピストリウスの映像
飯田　見ていただいたのは、彼がパラリンピッ
クだけではなく、オリンピックでロンドン大会の
400メー トルを走った映像です。けれども彼は
その前の大会は走れませんでした。高橋先生の
1部の講演で少し話が出ていましたけれども、そ
の理由を知っている人はいますか。どうですか。
誰でもいいのですが、こういうことが理由ではな
いかと思いつく人がいたら発言してください。あ
まり恥ずかしがらないでください。正解は期待し
ていません（笑）。
　正解を言いましょう。実は彼は両足が義足と
いうか、スプリントの棒になっているわけです。
普段の生活では違う義足を付けていて、大会の
ときにはこれを付けます。このスプリント用の義
足を付けた状態でいろいろな筋力を測定したの
ですが、北京大会では前に出る1歩のスプリン
ト力が健常者の数値より高く出てしまったので
す。ということは、言葉は悪いですが、器具を使
ったド ピーングという考え方になってしまうわけ
です。それで北京は出場できませんでしたが、ロ
ンドンではそれをあらためて使えるようになり、
出場がOKになりました。彼はこの後ロンドン・
パラリンピックにも出場しました。ですからロン
ドンでは両方の大会に出ている選手です。
　先ほども技術の進歩によって大きくパラリン
ピックのあり方が変わってきたというお話があ
りました。僕が聞いている範囲では、車いす等々
含めて、こうした競技用の義足も日本の技術が
世界のトップを走っていると聞いています。僕
はあまりこういう世界は詳しくないので、韓国は
どうなっているかなども含めて、お三方に伺いま
す。目前に迫ったリオ、その次の東京オリンピッ
クでは、この状況はどうなると思われますか。
高橋　今日皆さんに義足をお見せしようと思っ
て持ってきたつもりが、新幹線に忘れてきてしま
って実際に見ていただけないのが残念です。今
の映像を見てお分かりになったでしょうが、スポ
ーツ用義足には、今見たとおり足関節がないの
です。ふくらはぎの筋肉、下腿三頭筋がないか
ら、スタ トーはどうしても遅れます。また、足関節
がないのでコーナーが回りにくいのです。われ
われの足は左右、上下に動きますが、義足の場
合は関節がない一つの板棒ですから走りにくい
のです。地面に足がしっかりと着かないのです。
そこを彼は訴えました。
　400メ トールの最後の100メ トールというの
は、大阪弁では「ケツワレする」と言うくらいで、
乳酸がたまって走れません。本当にあごが上が
ってしまいます。けれども彼の人工の足は乳酸
がたまらないので、最後にごぼう抜きするわけで
す。最後の100だけを見たら有利なように見え
ますが、今言ったように、足関節がないからコー
ナーは回りにくいし、筋肉がないからスタ トーは
遅れるという不利な側面もあります。トータルで
見てほしいとピストリウスは訴え、国際スポーツ
仲裁裁判所がOKを出してロンドンには出られ
ることになりました。
　ピストリウスの100メー トルの記録は10秒91
です。10秒91の選手が400メー トルを45秒07
では走れまいと陸上関係者は言います。100メ
トールを10秒5くらいで走っていなければ、400
メー トルを45秒07で走るのは難しいだろうと言
います。
　先ほど第1部の映像でお見せしましたが、走り
幅跳びのマルクス・レームは、義足で踏み切って
7メー トル35を跳んでいます。3年たった今年
の10月に8メー トルくらいの記録を出しました。
河合　8メー トル40です。
高橋　そうです、8メー トル40です。7メー トル
35の世界記録を出した選手が、3年間で1メー ト
ル強記録を伸ばすなどというのは考えられない
のです。スポーツ用義足はカーボン繊維ででき
ています。その繊維を人工で丈夫にすれば、当然
記録は伸びるでしょう。しかし筋繊維を薬で太く
するのはドーピングなので駄目だと言われるの
に、カーボン繊維を丈夫にするのはOKだという
のは矛盾しているように思えます。そういうこと
も含めてトータルで考えると、私はパラリンピア
ン関係者ですが、義足同士で走るのは別として、
健常者と比べるのはまずいのではないかと思っ
ています。科学の力を取り入れることは大切で
すが、私は少し違和感があります。
　また、世界には年収10万や20万しかもらえ
ないような途上国がまだたくさんあります。大げ
さに言えば、義足に木をくくってくるような人も
いて、そういう人と、かたや150万や200万もす
る義足を付けた人とが同じスタ トーラインに立
ったら、もうその時点で勝負は決まってしまうだ
ろうというようなこともあるでしょう。そういうこ
とも含めてトータルで考え、皆さんのご意見も聞
きながら、義足の課題をこれから皆で話し合っ
ていこうと思っています。われわれが話しても仕
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方がないことで、それは国際陸連が決めるので
しょうけれど、ともかくいろいろな課題があると
いうことを理解してほしいと思います。
飯田　河合先生のお立場ではどうでしょうか。
河合　私は水泳をやっていたので、水泳のいい
ところを言うわけではありませんが、水泳は車い
すを使いません。義足も使えません。全くそう
いうものは使いません。唯一使うとすれば、目が
見えない私たちが泳ぐときにターンを知らせる
ために頭を棒でたたくというような原始的な形
が残っているだけで、非常に分かりやすいと思
います。そういう意味の平等性はあります。一
時期高速水着が話題になったことがありました
が、そのときにはやはり待ったが掛かって、水泳
界全体で自制してきたという経緯があります。
　そういう中で義足や車いすの問題は、今言わ
れたような課題を含めて、本当の意味でのルー
ルづくりが重要になってくるだろうと思います。
豊かな国でなければ出られないのがいいのかと
いう、一つの大きな問題提起はあると思います。
　今オランダのスポーツ関係者が来日していま
して、その中で国際通貨基金のIMFに室伏広治
スポーツディレクターが言っていた話がありま
す。室伏さんがワシントンに行ってIMF事務局
長と話をしたときに、「うちの加盟国は160数カ
国なのに、IOCは200カ国を超えていてうらやま
しい」と話していたそうです。要するにスポーツ
には経済を超える力があるのではないかという
ようなことを話されたそうです。
　一方パラリンピックは、ロンドン大会でもまだ
165カ国くらいしか出場できていません。その出
場できていない40カ国はどういう国なのでしょ
うか。それを考えたときに、私は心の底にひそか
な目標を掲げました。2020年にはオリンピック
もパラリンピックも同じ国がそれぞれオリとパ
ラの代表を1人ずつでいいから出せるようにして
あげたい、それが私の目標です。そのために必
要なものとしては、例えば義足等の器具がある
でしょう。
　例えば先日リオ五輪予選を兼ねた車いすバ
スケットボールアジア・オセアニア選手権があ
りました。アジア地域の加盟国は40数カ国です
が、そのとき出場した男子チームはオセアニアも
含めて12チームでした。女子にいたってはわず
か3カ国だけでした。10何人の選手たちが車い
すを持ってきて、日々練習し、チームとして活動
するのが、それだけ難しいということがこの数字
に表れています。しかも女性になると状況はさら
に難しいということでしょう。
　そうかと思うと、ドイツのようにブンデスリー
グという車いすバスケットのプロチームがあっ
て、そこで日 し々のぎを削っている国もあります。
この格差がどんどん開いているのが現状で、そ
れを非常に歯がゆい思いをしながら見ていると
いうのが、私の今の立場です。
飯田　河合先生にお聞きします。もちろん出ら
れればいいのかもしれませんが、ピストリウスの
ようにオリンピックとパラリンピック両方出ると
いうケースは今後も増えていく可能性はあると
思われますか。
河合　あると思いますし、ルールの範囲内でそ
れがOKであれば、あっていいと思います。ポー
ランドの片腕の卓球選手はやはりオリンピック
とパラリンピック両方に出場していますし、北京
五輪のときは南アフリカの水泳選手で膝下から
切断して片足の選手がいました。彼女は北京オ
リンピックのオープンウォーター競技に出場し、
かつパラリンピックでは金メダルを四つ五つ取
りました。また過去には車いすや義足でアーチ
ェリー等に出ている選手もいましたし、弱視の
選手も含めれば、非常にそういう戦いが起こっ
ているので、別にそれはあっていいと思います。
要するにオリンピックはどちらでも出られるけれ
ど、パラリンピックは障がいのあるかたがたしか
出られないというところに違いがあると思って
います。
飯田　ありがとうございました。李先生に伺い
ます。分かる範囲で結構ですので教えてくださ
い。韓国では義足の選手が大会に出るなど、そ
ういうことはあるでしょうか。
李　ブラインドサッカーに少し関わったくらい
で、障がい者スポーツについてはあまりよく分か
らないのですが、しかもお二人の先生がたの前
でお話しするのも恐縮ですが、分かる範囲でお
答えしたいと思います。
　この問題に対する個人的な考えですけれど、
何かを自分で努力して、道具を使って普通の健
常者の大会に出る、その勇気、あるいは努力があ
れば、僕は賛成です。
飯田　だいぶ時間も経過したので、そろそろ質
疑応答に移らなければならないのですが、もう
少しだけ話を続けさせてください。これは私個人
の経験です。実は2001年に1年間アルゼンチン
にいまして、そのときに流れたCMを見て僕は大
変驚きました。2001年、ブラインドサッカー選手
と盲目の方の水泳選手の映像が流れたのです。
そのCMでは、当時のサッカーのアルゼンチン
代表が全員目隠しして、盲目の方たちと一緒に
ブラインドサッカーをやるのです。結果はどうだ
ったかというと、現役の代表が完敗しました。そ
の後に『人は誰でも違う能力を持っている』とい
うテロップが流れました。2001年にそれを見た
ときに衝撃的で、かたや日本ではどうなのかと思
って仲間の先生にいろいろと聞いてみると、かな
り遅れていると聞かされました。それが今やっと
変わってきたのかと感じます。
　そういう意味で言うと、日本は、お金はある程
度あるかもしれませんが、障がい者への意識の
仕方という面に関して日本人はどうなのかとふ
と疑問を感じました。そのようなことについても
スポーツを通して今回考えてもらえればと思っ
ています。
　あと5分ほどしかありませんが、質疑応答の時
間を設けたいと思います。このお二人がそろっ
て時間を取っていただけることはほとんどあり
ません。今回は非常にご無理を言って時間をつ
くっていただきました。ぜひここで聞いておきた
いということがあれば、挙手をして質問していた
だきたいと思います。いかがでしょうか。いない
ですか。奥の方、よろしくお願いします。マイク
をお願いします。
質問者５　お話ありがとうございました。僕自身
も、親戚の人で片足のない人がいるので偏見は
なく普通に接しています。普通に物を取ってと
頼んだりしますし、いい意味で偏見がないので
すが、オリンピックとパラリンピックに対して僕
はあまり関わりがないので、とても神聖なものだ
と思っていました。ですから今のオリンピック、
パラリンピック両方に出場した人の話を聞いて、
どちらかにすればいいのにとナチュラルに感じ
ました。ですから僕はどちらにも参加するという
のは反対です。
　けれども先生はどちらでもいいのではないか
とおっしゃったので、そのギャップが今はまだ埋
まっていません。そのような反対意見に対して、
どういう感情を抱かれるのかをお聞かせくださ
い。
高橋　先ほど言いましたように、オリンピックは
人類全ての人の世界最高峰の大会です。ですか
ら子どもから高齢者まで出られる大会です。先
ほども言いましたが、中学生でも出られますし、
法華津さんのように70歳を超えた人も出られま
す。それがオリンピックだと私は思っています。
パラリンピックは障がいがなければ出られませ
ん。ですから両方に出られる条件があるのであ
れば、両方に出る人もいてもいいのではないか
と私は思っています。どちらかに絞らなければ駄
目だというのではなく、人類全ての最高峰の大
会に出たかったら障がいがあってもチャレンジ
すればいいと思います。どちらも出たいと思えば
両方に出てもいいというのが私の考えです。河
合さんはまた違うかもしれません。
河合　私もどちらでもいいと思っています。重
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要なのはそこではなくて、選択肢があるかない
かです。要するに選べることが重要なのです。オ
リンピックに出られるので私はパラリンピック
には出ませんと、本人が選択できる自由があれ
ばいいのであって、どちらかしか駄目ということ
があってはいけないと思うのです。
　ある現役高校生でインターハイでも決勝に
残るような水泳選手がいたのですが、実は彼に
は視覚障がいがありました。完全に全盲ではな
いけれども強度の弱視でした。その彼に「パラリ
ンピックに行くチャンスがありますが、どうです
か」と言うと、彼は「私は障がいがないので大丈
夫です」と言って、断ってしまったのです。
　断らずにパラリンピックに行くことによって、
あるいはパラリンピックでメダルを取ることに
よって、異なる価値観や新しい出会いがあった
かもしれません。しかし、この子は障がい者だ
というネガティブなレッテルを貼られることを恐
れて、せっかくのチャンスを遠ざけてしまったの
です。彼がとても大きな可能性を捨ててしまっ
たことを、私は非常に残念に思います。
　私はインターハイもインターカレッジも目指
したらいいと思うし、パラリンピックに行けるチ
ャンスがあるのならそのチャンスをつかんだら
いいと思っています。私だけでなく、両方目指し
てもいいのだというメッセージを、オリンピック
の代表選手や金メダリストからももっと発して
ほしいと思います。
　スポーツをやっていて一番うれしいことは何
かと言えば、自分の限界を超えていくなど、ある
いは自分の目指すところに達成するというプロ
セスとステージ、そのパフォーマンスをたくさん
の人に見てもらうことが一番うれしいはずなの
です。そういう舞台に立てるチャンスを一つで
もいいから広げてあげてほしいというのが、私の
思いです。
飯田　ありがとうございました。李先生は何か
ありますか。
李　陸上や卓球など個人種目に限られると思う
ので、そういった意味では団体種目で障がいの
ある選手が出られるチャンスはあまりないかも
しれません。スタッフとしてはもちろんオリンピ
ックや世界大会に出ると思います。
　河合先生がおっしゃったように、自分の限
界を乗り越えようとする、その姿勢や気持ちが
人々に感動を与えられる、子どもに勇気を与えら
れる、夢を与えられる、そういうことにつながる
と思うのです。競技力だけを見ると違うかもしれ
ませんが、違う側面から見るとそういうことも考
えられるので、出てもいいのではないかと思いま
す。
飯田　他にありませんか。何かもう一つ二つく
らい聞きたいことはありませんか。先生がたもお
忙しいので、終わるとすぐに帰らなければなりま
せん。終わってから少しという時間はないので、
この場でぜひ質問してください。どうぞ。
質問者６　先ほどから質問している者です。実
は私も耳がないというか、生まれつき耳たぶが
小さい状態で生まれて、手術して普通の形にな
ったのですが、その中で本当にいろいろなかた
がたにサポ トーしてもらいました。それに対する
感謝の気持ちを持ちつつ今生きています。
　河合さんに質問します。河合さんをサポ トー
している人は、どういう気持ちを持って河合さん
をサポ トーされているのだと思われますか。
河合　どうでしょう。サポ トーしてくれている人
を呼んできたほうがいいと思うのですが、きょう
ここに職場の同僚も来ていますが、よく分かりま
せん。私はサポ トーされている側ですけれども、
ある意味でサポ トーを必要とすべきところとそ
うでないところが当然あります。
　例えば職場で僕の机の上にたくさんの郵便
物が置かれたりします。すると僕は同僚に「これ
は誰から来ているのか教えてほしい」と持ってい
くわけです。面倒と言えばそうでしょうけれど、一
瞬で済む話なので、同僚は教えてくれます。けれ
どもサポ トーされるばかりでは駄目で、その人が
いなかったときに僕でもできることをやってい
ます。一緒に働いている人から見ると、そのよう
なことかと怒られるくらい、本当にくだらないこ
とです。私は大体朝8時には職場にいます。職
場に行って一番最初に私がすることは、加湿器
の水を入れることと、ポットにお湯をためること
です。これは欠かさずにやっています。できるこ
とは小さいけれども、できることをやろうとする
気持ちが大切なのではないでしょうか。
　一緒に仕事をする仲間でもそうですし、家族
もそうだと思いますが、ただ一方的にサポ トーさ
れるだけではなく、自分でできることをやってい
くことで、周囲の人たちとの関係を築いていける
ように思うのです。僕と一緒に仕事をする、会話
することで、僕という存在がプラスだと思っても
らえれば、関係は続くはずです。要するにサポー
トは提供すると受けるの2極だけでいつもそれ
を固定化するのではないと気付くこと、それがや
はり重要なのではないかという気がします。
　障がい者はボランティアを受ける側と思われ
ていますけれども、私はボランティアをする側に
も障がい者は立つべきだと思っています。例え
ば私はJICAのプログラムで、障がいのある子ど
もたちに水泳を教えるためにマレーシアに行っ
たこともあります。要するにそれは国際貢献とい
うボランティアに、自分が水泳をやってきたとい
う専門性を乗せてやれば、これも実現できると
いう一つの例だと思っています。これから2020
年に向かって皆さんもボランティア活動を考え
ていると思いますが、例えばボランティア活動
でチケットを販売したり、あるいは選手村の清掃
スタッフをしたりしているときに、そのボランテ
ィアスタッフに障がいのある友達がいなかった
ら、なぜいないのだろうと思わないことがむしろ
不自然だと感じるようになっていてほしいと思
います。5年後、皆さんの考え方がそういうふう
に変わっていてほしいと思っています。
　そういうことも含めて、選手にとってのアクセ
シビリティー というアスリー トファーストの部分
と、観客に障がいがある方がいても見やすい環
境をつくると同時に、スポーツを支える側にも
障がいの当事者がいて関わっていける可能性を
残していく、選択肢を作るということが、今一番
重要なのではないかと私は思っています。
飯田　ありがとうございました。まだ聞きたいこ
と、質問はあるかもしれませんが、予定時間の6
時を回っておりますので、ここで3人の先生がた
に一言ずつお話をいただきたいと思います。
富川　その前に少々お時間をいただきます。今
回のシンポジウムは総合科目の障がい者スポー
ツ、それがきっかけとなって企画させていただき
ました。お三方に私から少し質問をさせてくだ
さい。壁をなくすなど、態度を少しだけ変えたら
いいとおっしゃっていましたけれど、ストレ トー
に障がいのことを聞いていいのかどうか話し掛
ける側としては迷うところだと思います。目が見
えない人に向かって「目が見えないのですか」と
聞いていいのかどうか大変悩むということをよ
く聞きます。高橋先生のご講演のときに、選手
にどうしてけがをしたのかと普通に聞いている
とおっしゃっていました。それが普通だと僕は思
いました。
高橋　それはコミュニケーションが取れるよう
になってからのことです。コミュニケーションが
取れないうちに、「どうしておまえは車いすに乗
るようになったのか」というのはやはり少し聞き
にくいと思います。「どうして目が悪いの」とはや
はり言いにくいです。コミュニケーションがやは
り大事であって、それには接することが大事なの
です。ですから積極的に声を掛けるのが大事だ
ということです。その声掛けもいきなり「どうして
けがをしたの」ではなくて、「お手伝いしましょう
か」「May I help you?」というような感じの声掛
けが大事だと思います。
飯田　河合先生はどうでしょうか。
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河合　大学生に分かりやすく言うと、女の子を
口説くときに、どういう女の子か見て、口説いた
り話し掛けたりする言葉は変わるはずです。同じ
声を掛けても、その声の掛けられ方が気にいる
人もいれば、駄目な人もいるわけですから、それ
に対して聞いたらいけないのではないかと臆病
になる必要はありません。確かに聞かれたら不
愉快に思う人もいるかもしれないだけで、「なぜ
見えないのか」と聞かれて普通にさらりと答えて
くれる人もいるかもしれませんし、それを嫌だと
思う人もいるのも事実です。最初から満点の回
答や満点の対応ができる自分でなければならな
いと思うことのほうが苦しくなるので、失敗もあ
っていいので、積極的に関わればいいというの
が私の思いです。
飯田　今場外から乱入された先生がいまして
話が少しずれましたが（笑）、最後に本当に簡単
で結構ですので、一言ずつお願いします。2020
年のオリンピック、パラリンピックを日本で開催
することが決定しています。残り5年間、パラ
リンピックに焦点を当てる必要はありませんが、
われわれは何を考えればいいかを、簡潔にお話
しください。学生たちに考えてもらうことが大事
で、答えがあるものではありませんので、問い掛
けでも結構です。お三方から最後に一言ずつお
願いします。では高橋先生からよろしくお願いし
ます。
高橋　今日はありがとうございました。話の中
で言いましたように、ストーク・マンデヴィルと
いうイギリスの病院が障がい者スポーツの発祥
の地です。3年前のロンドン大会は発祥の地の
パラリンピックでした。ロンドン大会のテーマは
『認識の変革』でした。Disabilityではなく、障が
いではなくアビリティー 、能力に目を向けようと
いうことをテーマにしました。パラリンピックの
発祥の地でさえ、まだ障がいへの理解が少ない
のです。
　その中で私が感心したことがあります。ロン
ドンのオリンピック・パラリンピックが終わって
オリンピアン・パラリンピアン合同のパレ ドー
がありました。日本ではオリンピックが終わっ
た後、すぐにオリンピアンだけで銀座でやりまし
た。50万人規模の人が集まりました。しかしパ
ラリンピックのメダリストが帰ってきても全くあ
りませんでした。二番煎じかもしれませんが、私
は、2020東京は合同のパレ ドーがあってほしい
と思っています。来年のリオでもそうあってほし
いと思います。
　その中でインクルージョン、ともに生きる、ノ
ーマライゼーションを含めて、日本がより障がい
者に対して優しい、また高齢者に対して優しい、
また人がお互いを理解し絆ができるような社会
に、パラリンピックを通して、オリンピックを通し
てなっていったらいいというのが私の夢です。あ
りがとうございました。
飯田　河合先生よろしくお願いします。
河合　オリンピック、パラリンピックがこれだけ
注目されるようになってきていますから、それを
通じて社会が変えられるように、もっと言うと世
界にインパクトを与えていきたいと思っていま
す。この変化を皆さんと一緒につくっていきた
いと考えています。オリンピック、パラリンピッ
クをやれば自動的に社会が変わるわけではあり
ません。こう変えていこうと思い、計画を立てて
5年間一生懸命それに取り組んで、ぎりぎりセー
フのところでようやく成し遂げられるくらいだと
思いますが、それをぜひ皆さんと一緒に成し遂
げたいと思っています。
　先ほどお話ししたように、人間は皆年を取る
と、どこかしら不自由さを抱えるようになります。
そして近い将来、高齢化社会がやってきます。
今、障がい者にとって住みよい社会をつくるた
めに投資することは、翻って未来の自分のため
に投資するようなものです。もちろん中国やイン
ドなどの諸外国も例外ではなく、人口集中や高
齢化の問題は避けて通れないものです。20年
30年先に、その社会問題の解決策を持っている
国が日本だということが、これからの世界に対す
る優位性を生み出すのは間違いありません。
　リオが終わった途端、世界の目は全て東京に
注がれるでしょう。そこに関われる皆さんはとて
も幸運です。本当にボランティアなどいろいろ
なことで関われるので、絶対に関わるべきです。
やらなければもったいないです。恐らく8万人、
10万人という規模でボランティアを探すことに
なるでしょう。そこにアプライしないのは本当に
もったいないと思います。世界中からVIPがや
ってくるでしょう。皆さんがそこに参加すること
で、普通なら一生出会えないかもしれない世界
中のVIPに会えるかもしれません。彼らは皆さ
んとともに食事をしたり、会話をしたりして、そ
の国を知るきっかけを皆さんに与えてくれるは
ずです。ぜひそういうチャンスを生かしてくださ
い。2020年以降も日本を含めて世界がより良
くなるために、皆さんと一緒に活動できればと私
は思っています。きょうはどうもありがとうござ
いました。
飯田　ありがとうございました。李先生お願い
します。
李　ちょうど5年前、私はニュージーランドのオ
ークランド市に1年間、家族と一緒に住むという
経験をしました。そのときたまたま娘の小学校
の校長先生から「あなたはサッカーをやっていた
から、体育の授業でサッカーをやってくれません
か」と頼まれました。英語はあまり達者ではあり
ませんでしたが引き受けてサッカーの指導をし
ました。そのとき長い時間ゲームをやったのです
が、中に1人体の不自由な女の子がいて、その子
が皆と一緒に交じってゲームをしていたことに
僕は少し驚きました。最初は大丈夫だろうかと
心配しましたが、他の子どもたちがその子を特
別扱いするでもなく、普通のクラスメー トとして
接していたので、安心しました。子どもだから変
に気を使ったりしなかっただけなのかもしれま
せんが、普通にクラスメー トの一員として一緒に
サッカーをやっていました。ニュージーランドは、
人種差別や、障がい者に対しての差別的な発言
をしたりするということが少ない国なので、差別
や偏見を妙に意識したりせず、障がい者と自然
と接することに慣れているのかもしれません。
　そういった意味でも、今後もブラインドサッカ
ー選手の育成の問題に僕は取り組んでいきた
いと思っています。それは東京オリンピック以降
も続いていく問題だと思います。今やっている
選手だけでなく、今10代の人、あるいは20代の
人の中にも視覚障がい者が間違いなくいるはず
です。そういう人たちが社会に出て、社会貢献
や社会参加、そういうことをできる機会をつくり
たいのです。われわれが意識を変えることによ
って、そうしたチャンスを与えることにつながる
と思います。私も含めて、今ここにいらっしゃる
学生の皆さん、ぜひ意識の改善を心がけてもら
いたいと思います。ありがとうございました。
飯田　第1部から参加された学生さん、長時間
にわたりお疲れ様でした。第1部の高橋先生、
第2部のシンポジストの方 も々非常に示唆に富
む話をしてくれたと思います。先ほどの質問の
中にありましたが、なかなか腑に落ちないと思わ
れることもあるかもしれませんが、これは答えが
あるものではなくて、われわれが意識を変えてど
う向き合っていくかという問題です。そのときに
そこには想像力というものがどれだけ必要なの
かなど、他者を思う気持ちを持つことがどれほど
大切なのかだと思うのです。他者を思う気持ち
というのは、単にかばうことではありません。対
等な気持ちを持つということです。そういういろ
いろな問題意識を、ここでスポーツを通して、き
ょうのシンポジウムを通して、皆さんの中に提供
できたのではないかと私たちは思っています。本
当に長時間、3人のシンポジストの先生方もあり
がとうございました。もう一度大きな拍手をお願
いします。ありがとうございました。
